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～要配慮者の避難を支援～

　１２月３日（土）篠目中学校区の自主防災組織の協力のもと、
地震発生直後の避難行動から、一時避難地への避難、避難所
への移動と避難所の開設に至る一連の流れを訓練しました。
　訓練当日を迎えるまでは、ワークショップを重ねて各運営係
の役割等を検討してきましたが、訓練時には極力事前の準備
はせず、自主防災組織のメンバーが参集した時から開設の準
備を始めるという、予定調和ではない臨場感あふれる訓練を
行うことができました。
　　　　　　　　　　　※訓練の詳細は2、3ページをご覧ください。
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安
城
市
で
は
、
各
町
内
の
自
主
防
災
組

織
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
「
自

主
防
災
組
織
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
作
野
地
区
で
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

 

こ
の
事
業
は
、
安
城
市
危
機
管
理
課
、

災
害
救
援
の
専
門
家
で
あ
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
、
安
城
市
社
協
が
協
働
し
、
町

内
会
の
み
な
さ
ま
と
進
め
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
「
地
震
発
生
時
の
避
難
行

動
か
ら
避
難
所
開
設
」
に
焦
点
を
絞
り
、

実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
か
ら
避
難
所

の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
混
乱
期

を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
る
か
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
事
前
準
備
と
は
何
か
を

テ
ー
マ
に
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
の
開
催

　
各
町
内
会
か
ら
推
進
委
員
が
選
出
さ
れ
、
全
６
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
発
災
直
後
の
避
難
行
動
か
ら
、

避
難
所
を
開
設
す
る
ま
で
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
訓
練
実
施
後
に
も
、
そ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き

た
こ
と
と
実
際
の
訓
練
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
起
こ
り
う
る

問
題
等
の
検
証
を
し
ま
し
た
。

防
災
講
演
会
を
開
催

　
同
志
社
大
学
の
立
木
茂
雄
氏
を
招
き
、
「
災
害
時
の
要

配
慮
者
支
援
を
通
し
て
考
え
る
助
け
合
い
の
地
域
づ
く

り
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
死
亡
率
が
高
か
っ
た
事
実
を

踏
ま
え
、
災
害
時
に
も
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
要

配
慮
者
が
暮
ら
せ
る
し
く
み
を
つ
く
る
必
要
性
が
あ
る
こ

と
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

健
常
者
が
公
平
平
等
で
あ

る
た
め
に
は
、
バ
リ
ア（
障

壁
）
を
取
り
除
く
合
理
的

配
慮
が
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
今
後

の
防
災
対
策
に
必
要
な
貴

重
な
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

28年度 特集 防災28年度 特集 防災
今
年
度
は
作
野
地
区
で
訓
練

衛
生
・
環
境
整
備
・
応
急
処
置
講
習
会
の
開
催

　
安
城
市
で
は
、
災
害
時
に
５
か
所
の
医
療
救
護
所
が
立

ち
上
が
り
ま
す
が
、
避
難
所
か
ら
医
療
救
護
所
ま
で
の
距

離
や
緊
急
性
を
考
え
、
病

気
を
蔓
延
さ
せ
な
い
環
境

整
備
や
、
簡
易
な
応
急
措

置
、
救
護
所
へ
の
移
送
が

必
要
な
人
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
医
療
ト
リ
ア
ー
ジ

に
つ
い
て
、
学
び
ま
し
た
。

避
難
所
開
設
訓
練
の
概
要

　
午
前
８
時
30
分
に
震
度
７
の
地
震
が

発
生
し
た
想
定
で
、
自
宅
で
の
避
難
行

動
、
一
時
避
難
地
へ
の
避
難
と
住
民
同

士
に
よ
る
安
否
確
認
、
今
回
の
訓
練
会

場
で
あ
る
篠
目
中
学
校
へ
の
移
動
と
避

難
所
の
開
設
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
想
定
の
２
倍
近
い
４
５
２
人
の
参

加
が
あ
り
、
受
付
の
行
列
や
物
資
の
不

足
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
推
進
委

員
以
外
の
応
援
も
得
る
こ
と
で
混
乱
を

回
避
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

避
難
所
の
開
設

　
避
難
所
の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
初
期
に
必
要
と
想
定
さ
れ
る
役
割
と

し
て
、
６
つ
の
係
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の
係
は
、
避
難
者
の
誰
も
が
担
う
こ

と
を
想
定
し
、「
係
と
し
て
や
る
こ
と
」
や
「
係
と
し
て
使
う
物
品
に
つ
い
て
」

が
書
か
れ
た
『
指
示
書
』
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
営
本
部
係

・
全
体
の
と
り
ま
と
め

・
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
区

　
画
割
り

・
避
難
所
全
体
図
掲
示

・
避
難
所
ル
ー
ル
掲
示

受
付
係

・
避
難
者
の
受
付

・
避
難
者
名
簿
作
成

・
避
難
者
数
の
集
計

・
有
資
格
者
の
把
握

救
護
係

・
要
配
慮
者
ス
ペ
ー

　
ス
の
管
理

・
要
配
慮
者
専
用
受

　
付
設
置

・
け
が
人
や
病
人
対
応

誘
導
係

・
避
難
者
、
車
輌
の

　
導
線
決
定

・
案
内
看
板
の
掲
示

・
避
難
者
の
誘
導

ト
イ
レ
係

・
簡
易
ト
イ
レ
の
管
理

・
屋
内
ト
イ
レ
の
管
理

・
ト
イ
レ
の
衛
生
管
理

・
使
用
方
法
の
周
知

物
資
係

・
防
災
倉
庫
の
管
理

・
物
資
保
管
場
所
設
置

・
物
資
の
受
け
入
れ
と

　
仕
分
け
、
配
布

篠
目
中
学
校
の
協
力

　
今
回
の
訓
練
に
あ
た
っ
て
は
、
会

場
や
備
品
の
借
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、

生
徒
や
先
生
方
の
協
力
が
あ
り
ま
し

た
。
避
難
所
と
な
っ
た
中
学
校
を
普

段
使
っ
て
い
る
人
か
ら
協
力
を
得
ら

れ
る
こ
と
は
速
や
か
な
運
営
に
つ
な

が
る
と
学
び
ま
し
た
。

ま
と
め

　
発
災
か
ら
避
難
所
開
設
ま
で
を
、

避
難
者
自
身
で
行
う
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
検
証
し
、
「
避
難
所
開
設
手

引
き
」
と
「
指
示
書
」
と
い
う
成
果

物
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
後
も
早
速
見
直
し
を
行

い
、
推
進
委
員
が
誰
も
発
災
時
に
い

な
く
て
も
避
難
所
が
開
設
で
き
る
よ

う
検
証
を
加
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

訓
練
を
通
し
て
修
正
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
市
内
で
各
避
難
所
を
立
ち
上
げ
る

際
に
使
わ
れ
ま
す
。

た 

つ   

き   

し 

げ   

お

◀
発
災
直
後
の
避
難
行
動
や
町
民
の

　
一
時
避
難
地
、
安
否
確
認
の
方
法

　
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

▶
避
難
所
の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

　
の
初
期
に
必
要
と
想
定
さ
れ
る
６
つ

　
の
係
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

あんじょう 社協だより
         '17 3/15 　－ 2 －



 

安
城
市
で
は
、
各
町
内
の
自
主
防
災
組

織
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
「
自

主
防
災
組
織
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
作
野
地
区
で
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

 

こ
の
事
業
は
、
安
城
市
危
機
管
理
課
、

災
害
救
援
の
専
門
家
で
あ
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
、
安
城
市
社
協
が
協
働
し
、
町

内
会
の
み
な
さ
ま
と
進
め
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
「
地
震
発
生
時
の
避
難
行

動
か
ら
避
難
所
開
設
」
に
焦
点
を
絞
り
、

実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
か
ら
避
難
所

の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
混
乱
期

を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
る
か
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
事
前
準
備
と
は
何
か
を

テ
ー
マ
に
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
の
開
催

　
各
町
内
会
か
ら
推
進
委
員
が
選
出
さ
れ
、
全
６
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
発
災
直
後
の
避
難
行
動
か
ら
、

避
難
所
を
開
設
す
る
ま
で
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
訓
練
実
施
後
に
も
、
そ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き

た
こ
と
と
実
際
の
訓
練
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
起
こ
り
う
る

問
題
等
の
検
証
を
し
ま
し
た
。

防
災
講
演
会
を
開
催

　
同
志
社
大
学
の
立
木
茂
雄
氏
を
招
き
、
「
災
害
時
の
要

配
慮
者
支
援
を
通
し
て
考
え
る
助
け
合
い
の
地
域
づ
く

り
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
死
亡
率
が
高
か
っ
た
事
実
を

踏
ま
え
、
災
害
時
に
も
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
要

配
慮
者
が
暮
ら
せ
る
し
く
み
を
つ
く
る
必
要
性
が
あ
る
こ

と
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

健
常
者
が
公
平
平
等
で
あ

る
た
め
に
は
、
バ
リ
ア（
障

壁
）
を
取
り
除
く
合
理
的

配
慮
が
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
今
後

の
防
災
対
策
に
必
要
な
貴

重
な
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

28年度 特集 防災28年度 特集 防災
今
年
度
は
作
野
地
区
で
訓
練

衛
生
・
環
境
整
備
・
応
急
処
置
講
習
会
の
開
催

　
安
城
市
で
は
、
災
害
時
に
５
か
所
の
医
療
救
護
所
が
立

ち
上
が
り
ま
す
が
、
避
難
所
か
ら
医
療
救
護
所
ま
で
の
距

離
や
緊
急
性
を
考
え
、
病

気
を
蔓
延
さ
せ
な
い
環
境

整
備
や
、
簡
易
な
応
急
措

置
、
救
護
所
へ
の
移
送
が

必
要
な
人
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
医
療
ト
リ
ア
ー
ジ

に
つ
い
て
、
学
び
ま
し
た
。

避
難
所
開
設
訓
練
の
概
要

　
午
前
８
時
30
分
に
震
度
７
の
地
震
が

発
生
し
た
想
定
で
、
自
宅
で
の
避
難
行

動
、
一
時
避
難
地
へ
の
避
難
と
住
民
同

士
に
よ
る
安
否
確
認
、
今
回
の
訓
練
会

場
で
あ
る
篠
目
中
学
校
へ
の
移
動
と
避

難
所
の
開
設
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
想
定
の
２
倍
近
い
４
５
２
人
の
参

加
が
あ
り
、
受
付
の
行
列
や
物
資
の
不

足
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
推
進
委

員
以
外
の
応
援
も
得
る
こ
と
で
混
乱
を

回
避
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

避
難
所
の
開
設

　
避
難
所
の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
初
期
に
必
要
と
想
定
さ
れ
る
役
割
と

し
て
、
６
つ
の
係
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の
係
は
、
避
難
者
の
誰
も
が
担
う
こ

と
を
想
定
し
、「
係
と
し
て
や
る
こ
と
」
や
「
係
と
し
て
使
う
物
品
に
つ
い
て
」

が
書
か
れ
た
『
指
示
書
』
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
営
本
部
係

・
全
体
の
と
り
ま
と
め

・
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
区

　
画
割
り

・
避
難
所
全
体
図
掲
示

・
避
難
所
ル
ー
ル
掲
示

受
付
係

・
避
難
者
の
受
付

・
避
難
者
名
簿
作
成

・
避
難
者
数
の
集
計

・
有
資
格
者
の
把
握

救
護
係

・
要
配
慮
者
ス
ペ
ー

　
ス
の
管
理

・
要
配
慮
者
専
用
受

　
付
設
置

・
け
が
人
や
病
人
対
応

誘
導
係

・
避
難
者
、
車
輌
の

　
導
線
決
定

・
案
内
看
板
の
掲
示

・
避
難
者
の
誘
導

ト
イ
レ
係

・
簡
易
ト
イ
レ
の
管
理

・
屋
内
ト
イ
レ
の
管
理

・
ト
イ
レ
の
衛
生
管
理

・
使
用
方
法
の
周
知

物
資
係

・
防
災
倉
庫
の
管
理

・
物
資
保
管
場
所
設
置

・
物
資
の
受
け
入
れ
と

　
仕
分
け
、
配
布

篠
目
中
学
校
の
協
力

　
今
回
の
訓
練
に
あ
た
っ
て
は
、
会

場
や
備
品
の
借
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、

生
徒
や
先
生
方
の
協
力
が
あ
り
ま
し

た
。
避
難
所
と
な
っ
た
中
学
校
を
普

段
使
っ
て
い
る
人
か
ら
協
力
を
得
ら

れ
る
こ
と
は
速
や
か
な
運
営
に
つ
な

が
る
と
学
び
ま
し
た
。

ま
と
め

　
発
災
か
ら
避
難
所
開
設
ま
で
を
、

避
難
者
自
身
で
行
う
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
検
証
し
、
「
避
難
所
開
設
手

引
き
」
と
「
指
示
書
」
と
い
う
成
果

物
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
後
も
早
速
見
直
し
を
行

い
、
推
進
委
員
が
誰
も
発
災
時
に
い

な
く
て
も
避
難
所
が
開
設
で
き
る
よ

う
検
証
を
加
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

訓
練
を
通
し
て
修
正
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
市
内
で
各
避
難
所
を
立
ち
上
げ
る

際
に
使
わ
れ
ま
す
。

た 

つ   

き   

し 

げ   

お

◀
発
災
直
後
の
避
難
行
動
や
町
民
の

　
一
時
避
難
地
、
安
否
確
認
の
方
法

　
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

▶
避
難
所
の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

　
の
初
期
に
必
要
と
想
定
さ
れ
る
６
つ

　
の
係
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

あんじょう 社協だより
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　 「あんじょう社協だより」は、もうすぐ第100号！
いつも読んでくれてありがとう。

ハートンからの
　おしらせだよ！

1
29
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
受
付
中
！

　

安
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
人
、
す
で
に

活
動
を
し
て
い
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

【
登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト
】

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入(
有
料)

②
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
社
会
福
祉
会
館　

　

利
用
の
支
援(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
限
定)

③
助
成
金
の
相
談
及
び
ご
案
内

④
活
動
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
情
報
提
供

⑤
印
刷
機
、
裁
断
機
、
チ
ラ
シ
用
紙
等
の
利　

　

用
提
供
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
安
城
市
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
案
内

(
http://www.anjo-syakyo.or.jp)

2
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
、
点
字
を
通
し

て
様
々
な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
点

字
の
基
本
的
な
技
術
を
学
び
、
一
緒
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時
▼
５
月
11
日
か
ら
７
月
13
日
ま
で
の

　
　

　
　

毎
週
木
曜
日　

全
10
回

　
　

　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所
▼
社
会
福
祉
会
館　

講
座
室

対
　
象
▼
市
内
在
住
又
は
在
勤

定
　
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
５
０
０
円

3
手
話
講
座

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
や
抱
え
て

い
る
課
題
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
手
話
で

日
常
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

日
　
時
▼
４
月
26
日
か
ら
平
成
30
年
２
月

21

　
　
　
　

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
５
月
３

　
　
　
　

日
、
８
月
16
日
、
12
月
27
日
、
１

　
　
　
　

月
３
日
を
除
く
）
全
40
回

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所
▼
社
会
福
祉
会
館　

講
座
室

対
　
象
▼
市
内
在
住
又
は
在
勤

定
　
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）　

そ
の
他
▼
未
就
学
児
の
託
児
を
希
望
の
方
は

　
　
　
　

申
込
み
時
に
相
談
く
だ
さ
い
。

4
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
「
傾
聴
」
と
は
、
耳
を
傾
け
、
相
手
の
心

に
寄
り
添
っ
て
話
を
聴
く
こ
と
で
す
。
講
座

を
通
し
て
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
を
見
つ
め
直
し
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
▼
５
月
12
日
㈮
、
26
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
　
所
▼
社
会
福
祉
会
館　

講
座
室

内
　
容
▼
①
傾
聴
と
は
何
か

　
　

　
　

②
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　

　
　

③
聴
く
姿
勢

　
　

　
　

④
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
何
を
求

　
　

　
　

　

め
ら
れ
て
い
る
か

講
　
師
▼
佐さ

野の　

真ま

紀き　

氏

　
　
　
　
（
愛
知
教
育
大
学　

准
教
授
）

対
　
象
▼
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
傾
聴
ボ

　
　
　
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
人

定
　
員
▼
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
５
０
０
円

5
高
齢
者
疑
似
体
験
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

　

「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
な
る
っ

て
ど
ん
な
こ
と
？
」
を
体
験
す
る
た
め
、
手

足
に
重
り
を
付
け
た
り
、
特
製
ゴ
ー
グ
ル
で

視
界
を
悪
く
し
た
り
、
高
齢
者
の
身
体
を
疑

似
体
験
す
る
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
養
成
し
ま
す
。
主
に
小
中
学
校
の
福
祉
学

習
の
現
場
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
▼
５
月
18
日
㈭
、
25
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
　
所
▼
社
会
福
祉
会
館　

　

会
議
室

対
　
象
▼
福
祉
や
教
育
に
関
心
の
あ
る
人

定
　
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
保
険
料
）

主
　
催
▼
高
齢
者
疑
似
体
験
指
導
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
『
た
け
う
ま
』

受　

付
▼
３
月
18
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　
　

安
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

　
☎
（
77
）
２
９
４
１

安
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

         

か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
者
の
つ
ど
い

問い合わせ

中部福祉センター
☎７６－００９０

ボランティアセンター
☎７７－２９４１

日　時  ・ 場　所

４月１３日（木）
午後１時３０分～３時
中部福祉センター　
教養娯楽室

４月１日（土）
午後１時３０分～４時
社会福祉会館　集会室

介護者の
つどい

介護者
おしゃべり
サロン

※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。

【
広
告
掲
載
料
】

　
１
５
，０
０
０
円
（
社
協
特
別
会
員
）

　
２
０
，０
０
０
円
（
非
会
員
）

※

１
号
（
１
か
月
）・
１
枠
あ
た
り
の
金
額
で
す

【
募
集
枠
数
】

　
　
１
号
に
つ
き
２
枠
ま
で

【
配
布
数
】

　
　
約
７
２
，０
０
０
部
（
市
内
全
戸
配
布
）

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

当
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
財
務
係
（
☎（
７
７
）
２
９
４
１
）

（http://w
w
w
.anjo‐

syakyo.or.jp/

）

「
あ
ん
じ
ょ
う
社
協
だ
よ
り
」
に

　
　広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

「
あ
ん
じ
ょ
う
社
協
だ
よ
り
」
に

　
　広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

「
あ
ん
じ
ょ
う
社
協
だ
よ
り
」
に

　
　広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

募 集
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